
ト
」
観
覧
係

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
で

入
場
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
郵
便
往
復
は
が
き
以
外
で
の
応

募
や
記
入
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合

は
、
無
効
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

抽
選
結
果
の
連
絡
の
ほ
か
に
は
使

用
い
た
し
ま
せ
ん
。

架
行
政
管
理
課
新
市
移
行
調
整
班

（
緯
内
線
7
2
2
）。

　
市
で
は
、
合
併
に
よ
る
新
「
印

西
市
」
の
誕
生
を
記
念
し
、
印
西

市
合
併
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
市
内
各
小
学
校
の
代
表
児
童
に

よ
る
合
唱
、
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
千
葉
に
よ

る
演
奏
、
印
西
市
と
ゆ
か
り
が
深

い
中
込
多
実
子
氏
の
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
入
場
希
望
者
は
、
次
の
方
法
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

胸
日
時
…
9
月
　
日
臥
・
午
後
2

11

時
～
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

胸
入
場
料
…
無
料
。

胸
対
象
…
市
内
在
住
の
人
。

胸
申
し
込
み
…
8
月
　
日
蚊
（
当

15

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵
便
往

復
は
が
き
の
「
往
信
用
裏
面
」
に

①
郵
便
番
号
②
住
所
③
名
前
④
電

話
番
号
⑤
入
場
希
望
数
（
1
枚
で

2
人
ま
で
申
し
込
み
可
）、「
返
信

用
表
面
」
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

名
前
を
記
入
の
上
、
送
付
先
ま
で
。

【
送
付
先
】

〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
印
西
市
役
所
行

政
管
理
課
「
合
併
記
念
コ
ン
サ
ー

 印
西
市
合
併
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

9/11臥

（３）平成２２年（２０１０）８月１日号

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
、

新
た
に
次
の
2
人
が
、
6
月
1
日

付
け
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

胸
齋
藤
光
彦
（
高
花
）、
清
水
哲

（
小
倉
台
）。

　
　
　
　
　
　
　
―
敬
称
略
―

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
安
定

し
た
入
隊
者
の
確
保
と
募
集
基
盤

の
育
成
を
図
る
た
め
、
募
集
の
協

力
や
広
報
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
任
期
は
2
年
。
市
長
と
自
衛
隊

千
葉
地
方
協
力
本
部
長
が
連
名
で

委
嘱
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
委
嘱

に
よ
り
、
市
の
相
談
員
は
5
人
と

な
り
ま
す
。

架
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線

4
3
7
）、自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力

本
部
柏
募
集
案
内
所
（
緯
0
4
―

7
1
6
3
―
6
8
8
4
）。

 自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

うつ病　そのとき家族は…
シリーズ・心の道標⑯

架社会福祉課障害福祉班（緯内線２６９）

　うつ病は、今や国民の１５％がかかるといわ
れている、精神疾患の中でもポピュラーな病
気です。
　もし、大切な人が「うつ病」と診断された
ら、そのとき家族・周囲の人はどうしたらよ
いでしょう。
　一番大切なことは、責めたり励ましたりす
るのではなく、ゆっくり休めるような環境を
整えてあげることです。

家族・周囲の人の対応のポイント

１　「頑張れ、気持ちの持ちようだ」などの言葉は禁物

２　「後はわたしたちに任せて」と、ゆっくり休める環

　　境を整え、休養をすすめる

３　どんなふうにつらいかゆっくり話を聞く

４　「わたしが付いているから大丈夫」と、そばに味方

　　がいることを伝える

５　服薬を中断したり、自己判断で増減しないよう確

　　認をする

６　本人を、あちこちに連れまわすなど、無理をさせ

　　ないようにする

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
最
近
よ
く
見
る

よ
う
に
な
っ
た
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
で

す
が
、
印
旛
沼
周
辺
で
多
数
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
が
、
印
西

市
の
印
旛
沼
流
域
の
地
区
で
多
数

捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
あ
ご
が
強
く
、

危
害
を
与
え
ら
れ
る
と
感
じ
た
と

き
噛
み
つ
く
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
も
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
を
見
つ

け
た
場
合
は
、
①
興
味
本
位
で
か

ま
っ
た
り
し
な
い
②
個
人
で
は
対

応
し
な
い
③
速
や
か
に
市
役
所
に

連
絡
す
る
、
以
上
の
3
つ
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

架
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯

内
線
3
6
4
・
3
6
5
）、
印
旛
支

所
地
域
づ
く
り
課
（
緯
碓98 
1
1
1

1
）、
本
埜
支
所
地
域
づ
く
り
課

（
緯
碓97 
1
1
1
1
）。

 カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
に
注
意

▲カミツキガメは体長約30唖

見つけても触れずに、市役所へ連絡見つけても触れずに、市役所へ連絡をを 齋藤光彦齋藤光彦氏氏清水哲清水哲氏氏

解
消
月
間
」
と
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
重
点
的
に
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
「
印
西
市
遊
休
農

地
再
生
対
策
協
議
会
」
と
連
携
し
、

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
を
促
進

す
る
た
め
「
耕
作
放
棄
地
再
生
利

用
緊
急
対
策
」
に
取
り
組
ん
で
い

 8
月
は
耕
作
放
棄
地
解
消
強
化
月
間

 耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
よ
う

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
は
、
食
料

自
給
率
の
向
上
を
阻
害
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
雑
草
の
繁
茂
な
ど
に

よ
り
病
害
虫
の
発
生
源
や
有
害
鳥

獣
の
す
み
か
に
な
る
な
ど
、
地
域

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
対
策
は
極

め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　
県
で
は
8
月
を
「
耕
作
放
棄
地

　印西市民アカデミーは、
中央公民館を拠点として
行っている市の生涯学習
の中核的事業です。成人
の人が参加しやすい授業
内容に設定し、市民が生

涯にわたる生きがいを見いだすとともに、卒業後、ここで習
得した技能・知識を活かし、地域に貢献していただくことを
目的として、平成10年度から開設しています。この事業は
2年履修するもので、1年目は大学の教養課程に当たり、郷
土史、市政や健康・福祉などの講義が主体となります。2年
目は、テーマごとにグループに分かれ、それぞれ自主研究を
すすめ最後に論文を作成し卒業となります。
　現在、１９人の12期生と20人の13期生が学ばれています。
特に12期生のみなさんは、自分たちの研究の過程をブログ
（http://takiko12.blog130.fc2.com/）で公開していますの
で、ご覧になってみてはいかがでしょう。
　さて、この市民アカデミーの前身となるのが、印西長寿大
学校で昭和56年度から平成9年度の16年間、開設していま
した（平成8・9年度は市民大学）。先日、この15期生が卒
業後結成した「一五会」の集まりに招待されました。
　一五会は、卒業後自主的に、日本画、料理、施設めぐりや
史跡などを訪ねるなどの学習活動を継続的に行っているそう
です。老後も引きこもらず、このように活動することが元気
の源なのかもしれません。現在、一五会に集まるメンバーは
7人ですが、いつまでも元気に生涯学習を実践してくれるこ
とを願ってやみません。
　また昨年、市民アカデミーの卒業生も、卒業生同士の交流
を図るため同窓会を設立しています。こちらも活発な活動を
期待しています。
　生涯学習では、学ぶ楽しさを知ることや研究の方法を学ぶ
ことが、大切なことである一方、生涯学習を長く実践するに
は、共に学ぶ友人も重要であると感じています。

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

▼応募はがきの書き方

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

ま
す
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

緊
急
対
策
交
付
金

　
引
き
受
け
手
（
農
業
者
な
ど
）

が
行
う
耕
作
放
棄
地
の
再
生
や
、

土
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

胸
交
付
金
の
種
類
と
金
額
…
次
の

と
お
り
。

①
再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
、
深

耕
、
整
地
な
ど
）

毅
荒
廃
の
程
度
に
応
じ
、　
些
に

10

つ
き
3
万
円
ま
た
は
5
万
円
。

毅
荒
廃
の
程
度
が
大
き
く
、
重
機

な
ど
を
用
い
て
行
う
再
生
作
業
の

経
費
の
2
分
の
1
以
内
。

②
土
壌
改
良
（
肥
料
、
有
機
質
資

材
の
投
入
、
緑
肥
作
物
の
栽
培
な

ど
）

毅
　
a
に
つ
き
2
万
5
千
円
（
最

10
大
2
年
間
）。

③
営
農
定
着
（
作
物
の
作
付
け
、

水
田
は
除
く
）

毅
　
a
に
つ
き
2
万
5
千
円
（
1

10
年
間
）。

※
①
～
③
の
交
付
金
は
、
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
諸
条

件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
農
政
課
振
興
班
（
緯
内
線
3
7

4
）。


